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はじめに
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材料と方法
（本文．以下，結果・考察ともに必要に応じて副見出をつけて構いません．）
１．副題（必要であれば加えて下さい）
（本文）
２．副題（必要であれば加えて下さい）
（本文）

結果
（本文）

考察
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アマゾントチカガミ Limnobium laevigatum (Humb. et Bonpl. ex Willd.) Heine：新潟県新潟市松浜，Nov. 11, 2014, T. Shiga 8465（OSA234598）；熊本県熊本市江津湖, Sep. 5, 2021., S. Kato 14267（NGU11988）．
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図の説明（※図がある場合のみ）
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